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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[企業 ID]  4674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 3 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 通期  

 

[日程]   2024 年 5 月 13 日 

 

[ページ数]  32 

  

[時間]   15:00 – 15:46 

（合計：46 分、登壇：29 分、質疑応答：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長執行役員   冨永 宏（以下、冨永） 
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登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただいまより、株式会社クレスコ、2024 年 3 月期決算説明

会を開催いたします。お忙しい中ご視聴くださいまして、誠にありがとうございます。 

本日は、代表取締役社長執行役員冨永宏より、2024 年 3 月期決算の概要、中期経営計画、および

2025 年 3 月期の見通しについてご説明し、その後質疑応答の時間を設けております。お時間の関

係で全てのご質問へのご回答が難しい場合がございます。あらかじめご了承ください。 

説明会の終了時刻は 16 時を予定しております。 

それでは早速始めさせていただきます。冨永社長、よろしくお願いいたします。 

冨永：はい。皆さん、こんにちは。クレスコの冨永です。本日も弊社の決算説明会にお集まりいた

だきまして、誠にありがとうございます。 

それでは 24 年 3 月期通期のアナリスト説明会、決算説明会を始めさせていただきます。 
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決算のポイントです。まず、主な取り組みのページです。最初の組織、および体制関連について、

過去の説明と重複する部分もありますが、ひと通り説明します。 

まず、1 年前、4 月 1 日付で品質強化と業務効率化の促進を目的としまして、ここに書いてあるよ

うな組織の改編をしております。 

続きまして、5 月 10 日、ちょうど 1 年前の取締役会で自己株の取得、10 億円または 50 万株と、

消却を決議して昨年度実施しております。また、24 年の 2 月には配当方針の変更を発表させてい

ただきました。25 年 3 月期、今期以降になりますけれど、中間配当より配当性向を 40%めどにす

る。過去は 30%めどでしたけれど、これを 40%めどに変更するという発表をいたしました。 

続きまして、9 月に統合報告書を発表しております。初めてクレスコとして社外にリリースしてお

ります。 

次に、24 年 1 月には組織の再編成です。日本ソフトウェアデザインという会社は大阪に本社があ

りまして、名古屋にもかなり事業を展開しているクレスコグループの 1 社です。この会社を同じく

大阪に本社を持つメクゼスという子会社と、あとはクレスコ本体との間でリソースの整理統合を発

表して、3 月 25 日にこの内容を合意したことも発表しています。あとで少し説明します。 

24 年 2 月、これは中計の 2023 年で目標とした ISMS の取得ができました。 

続きまして、24 年 2 月には新しくこの 4 月 1 日からグループ入りする企業としてジェット・テク

ノロジーズという会社の株式を取得したことを発表しております。4 月 1 日からこの会社も含めて

グループに入っております。 

事業関連についてです。このページに書いてあるのは、ほぼ UiPath 社のことです。デジタルソリ

ューションとしての自動化/業務効率化、UiPath は以前 RPA と言っていましたけれど、自動化と

業務効率化のソリューションもかなりいろいろな製品でやっていますので、自動化/業務効率化を

強化することで、下の三つです。 

アワードを受賞したり、ウイングアークさんとのソリューションを提供したり、またクレスコ本体

も、寄り添いサービスという UiPath のサービスの提供を開始しております。 
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続きまして、デジタルソリューションの AI 分野についてです。 

ここは社内利用ですけれど、生成 AI チャットサービス CrePT、これは Microsoft の Azure を使っ

たものです。5 月から運用開始しています。 

AI に関しましては、AI エスコートというサービスの提供も開始しています。 

一番下は数理最適化手法を用いたホテルの部屋割りです。これを RooMagic という商品名にして

リリースして、幾つかのホテルで今使っていただいている途中です。 

その他について、サービスでセキュリティ脆弱性診断のサービスをリリースしたり、あとはインド

の法人、Cognavi India という会社を設立して、新卒学生向けの情報ポータルサイトもオープンし

ています。 

ベトナムではレストラン＆リテールテックのスタートアップ企業の CAPICHI 社に出資しまして、

こちらのサービスを日本の総代理店としての販売も開始しております。 

子会社のクレスコ・デジタルテクノロジーズが、サブスク向けの WiFi サービスだったり、製造業

向けの統合 BOM 部品管理のソリューションもリリースしております。 
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続いて、セキュリティソリューションの強化を目的として、セキュリティサービスを展開する、沖

縄那覇にありますセキュアイノベーションという会社と資本業務契約を締結しています。 

そして一番下が最近の話題ですが、かねて組み込みセキュリティ技術、および脆弱性攻撃の評価に

関する共同研究などを産学連携で名古屋大学院と組ませて、いろいろな研究をしてまいりました。

その組込みシステム研究センター宛に、次世代の車を作る技術として、支援促進のためにクレスコ

から 1 億円の寄付を実施しております。名古屋大学さんとは、これを機にさらに一緒に研究を進め

ながら未来の車を作っていく取り組みを進めてまいります。 

 

売上・利益のところです。 

下のオレンジ色が強調するポイントですが、売上高は順調に推移しまして 9.1%の増収ということ

で、下の表だと 527 億 5,500 万円という数字で 9.1%増です。 

営業利益と利益率は増収効果はありますが、人件費・教育費増、および昨年もご説明しました不採

算プロジェクトが発生しておりましたので、その影響があって増益ですが、2.5%増益にとどまっ

て、利益率も昨年同期比 10.3%より若干落としまして、9.7%の利益率で営業利益は終わりまし

た。 
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経常利益に関しましては、米国における株高の進行、あとは当社が保有しておりましたデリバティ

ブの商品の評価益が出ました。昨年度は評価損したけれど、今回はその分が戻ってきて、増益にな

りました。 

その結果、繰り返しますが、下の表で売上高が 527 億円で 9.1%増、営業利益が 51.2 億円で 2.5%

増、経常利益が 56.5 億円で 10.2%増、純利益が 37.2 億円で 7.1%増、で終わることができまし

た。 

右側に業績予想を書いていますが、ほぼほぼ業績予想に近い数字にいけたという形です。営業利益

だけが先ほど少し説明した内容です。 

下に 4Q 単体のグラフを示していますが、営業利益率の折れ線グラフだけ見ていただければ分かり

ますが、営業利益率もこの 4Q、1 月から 3 月だけを見ると 12.8%という数字に戻ってきた感はあ

りますので、この調子で今期も進めてまいりたいと思っております。 

 

続いて、受注高・受注残高です。 
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ここは IT 投資需要を背景に、受注・受注残高は順調に推移しております。受注高で前年比約

109.3%、受注残高でも 113%という数字で昨年よりいい数字で今期スタートしております。 

 

セグメント別の説明をさせていただきます。 

まず右上のグラフ、エンタープライズがクレスコ全体の収益の 39.3%を占めるエリアです。内容的

には上にどういう業種かを書いておりますが、売上高は 203 億円強、これは 7.8%上がりました。

ただ、利益のほうが 20 億 7,300 万円、前年比 12.7%減。ここは下に書いていますが、主として人

材紹介・人材派遣、あとは流通サービス分野で不採算プロジェクトが発生したことで、こちらは、

先期から説明しております、不採算プロジェクトが四つあった関係で、このような数字になってお

ります。 

不採算が残っておりますのは一つですので、その一つに関しましては今期上期中に決着がつく数字

になっております。その今期上期分も含めた決算、受注損失引当も含めて今期入れ込んでるという

数字の決算です。 
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続きまして、金融セグメントになります。 

金融セグメントは先ほど示しました右上の円グラフの、クレスコ全体の 27.6%です。 

売上高に関しまして 147 億 4,000 万円で、こちらは少し増収しております。あと利益は、20 億

7,300 万円、前年同期比で 13.9%、ここは利益率としても 14.1%と若干低いのですけれど、これは

銀行の分野で不採算プロジェクトが発生しましたが、第 3 四半期、具体的には 10 月に収束しまし

たので、第 4 四半期はそれを盛り返すような高収益案件を複数検収できており、金融の分野に関し

ましては正常に戻ってきている数字です。 

それを示しますのが右下のグラフで、第 4 四半期単独での利益率の折れ線グラフのところですが、

ここも利益率が第 4 四半期、昨年に比べればかなりいい数字、18.6%という数字になっております

ので、第 4 四半期単独で見れば非常にいい業績で終わることができました。通期でも増収が 4.4%

で、もうひとつだったところはありますけれど、利益に関してはしっかりリカバリーしてきたとい

う部門です。 
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続きまして、製造セグメントです。 

これも同じく右上のグラフで全体の 25.9%を占めるセグメントです。こちらはずっと堅調に売上も

利益も伸ばしてきております。特に大きなトラブルがなく、いいお客様と長くつき合ってくること

ができました。プラスアルファ、新しいお客様もしっかりとれているという、先期では一番順調だ

ったセグメントです。 

売上が 138 億 5,500 万円で 9.5%増、利益に関しましても 24.5 億円とで 13.6%増、利益率も過去の

前のページ、その前のページに比べると非常にいい数字の 17.7%という数字で終わることができま

した。これは下のグラフを見ても少しずつ成長していると読んでとれるかなと思います。 
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続きまして、デジタルソリューションです。 

ここはまだまだクレスコとしては比率が少ない。右上の円グラフで 7.3%のエリアです。ただ、少

しずつこの比率が増えてきております。売上高としましても 38 億 4,700 万円、前年同期比だと

40%弱の伸び率です。クラウドの Creage と、あとは先ほど申しました自動化/業務効率化のソリ

ューションの販売が増加しております。 

セグメント利益に関しましても 2 億円強、ここも 40%弱、売りと同じだけ伸ばしている状況で

す。下のグラフを見ても毎年少しずつ成長しているところは分かると思います。ここを次期中計で

はもう少し強化していく方針にしております。 
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その中計です。クレスコの中計は 2023 で一旦区切りをつけまして、今期 2024 年から 3 年計画の

中計を作り直して発表しております。 

2023 の中計は、まず 2021 年スタート段階で 397 億円だった売上を 3 年間で 500 億円にするとい

う目標値を立てました。それに対する実績が今回発表している 528 億円という数字で、ちゃんと

中計のこの売上に関してはクリアしております。利益に関しましても、次の行ですけれど、50 億

円目標に対して 51 億円という実績になりましたので、ここもクリアできたということです。 

営業利益率 ROE について少し課題がありまして、9.7%と 14.3%のところで、この二つの項目は全

中計を未達で終わることになりました。先ほどの不採算等の影響もありますのでこのような数字に

なっております。 
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次の中計 2026 年の位置づけです。 

まずクレスコは Ambition 2030 として、2030 年には 1,000 億円を目指すことをビジョンとして発

表しています。その中間地点である 2026 年、24 年からの 3 年間は挑戦というカテゴリにしてお

ります。この挑戦というテーマのもと、700 億円を達成する目標値を立てて、この 3 年間の中計を

進めてまいります。 

グラフで説明するのは、一番右側のデジタルソリューションの比率が、2023 よりはかなり比率を

上げていることが分かると思います。IT サービスはそれぞれ伸ばしていくけれど、デジタルソリ

ューションの比率を増やしていくというメッセージです。最終的に 1,000 億円になったときには 4

分の 1 ずつ程度になれるような計画を立てて、今進めているところです。 
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こちらがロードマップです。 

今回の中計 2026 は「戦略パートナー」という言葉をつけています。左側に書いていますが、今ま

ではクレスコは顧客の IT 基盤をしっかり整備することは非常に得意だったと思います。今後はや

はり顧客の成長をクレスコの力でしっかりリードしていく。最終的には、顧客の競争優位性をクレ

スコの IT の力で創出していくことを 2030 年目指して、ロードマップとして、このように定義を

し、この 3 年間は戦略パートナーになるというお客様をどんどん増やしていって、最終的にはデジ

タル価値創造企業を目指すというロードマップです。 
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中計の戦略の概要は多くは説明しないですけれど、左側で新たなる挑戦、これは顧客とともに持続

的に成長し社会を前進させるための挑戦です。右側でさらなる変革とありますが、変革を続けて挑

戦と変革を実現しつつ、下の七つの戦略をそれぞれ実行していく。この七つの戦略に全て担当役員

をつけて、それぞれが推進していき、横もしっかり連携して進めていくという形で、この 4 月から

スタートしています。 
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2026 年度の目標になります。 

26 年度中計、この 3 年間での目標は、先ほど 700 億円という数字を説明しました。営業利益率を

やはり上げていくというメッセージを強く出しています。11.5%まで持っていく。3 年間ですの

で、今 10%弱ですので 0.5 ずつぐらいはしっかり上げていくというメッセージです。ROE も 15%

を達成して高収益成長を実現していきます。 

また、株主還元の強化を行って、2024 年度をめどに配当性向 40%への引き上げを行います。ここ

は右側の経営効率化で ROE 配当性向の話をしていますが、説明してないのが一番右下の非財務で

すが、女性管理職比率が今 11%ですけれど、これを 13%まで上げていく。あと社内的なエンゲー

ジメントも今定量的に測って、64.4 というスコアですが、これ一般的より若干上なエンゲージメ

ントですけれど、ここをさらに上げていって社員の満足度も上げて、技術者としての価値も上げて

いくということで、70 という数字を外部的にも非財務情報の目標として出しています。 
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キャッシュアロケーション方針もこの中計から出しました。3 年間で M&A、人的資本開発を中心

に企業価値向上に向けた積極的な投資を進めます。ケイパビリティを拡充していくということで、

左側のキャッシュイン 200 億円をこの 3 年間でしっかり使っていく。この 200 億円に対して一番

上のアロケーションでは株主還元、先ほどから説明しています配当性向 40%水準に引き上げてお

ります。 

投資に関しましては、主に四つのカテゴリに区切って計画して管理していくということで、M&A

と、人的資本と、研究開発事業開発、そしてブランディングの四つに分けています。それぞれをし

っかり推進していく。特に人的資本は高度専門人材の確保だったり、育成を強化していくところに

かなりお金を使っていきたい方針です。 
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3 月期の見通しです。 

今期見通しに関しましては、ロシア・ウクライナ紛争に加えて、中東情勢が緊迫化しております。

政治経済への悪影響も懸念されます。また、人手不足、どの業界でもですけれど、採用コスト・教

育コストが増加しております。日本は円安、物価高騰、諸経費拡大しております。正直、下振れ要

素はお客様も含めて多数、投資に関しては認められるところはありますが、IT の業界に関しまし

てはお客様も生産性向上を目的とした企業における DX 推進がどんどん高まりを見せています。生

成 AI もかなりいろいろな企業が使い始めていますので、それに関する IT 投資の各企業様の意欲は

旺盛ですので、当社グループの受注は増加していくものと見込んでおります。先ほどの受注残のお

話もしましたが、かなり案件としては多いという印象を持っております。 

また、中計 2026 をスタートしました。ここに向けてのしっかり成長戦略を立てながら進めていく

ところで、下の業績予想の一番右下、年間今期は現在 528 億円で、ここを 585 億円まで上げてい

くという目標です。 
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営業利益に関しては 59 億円、経常利益は 60 億円、純利益で 40 億円で、それぞれ伸び率は右側に

書いていますが、営業利益で 15%増、経常利益で 6%増、純利益で 7%増の目標を持って今期進め

ていきます。 

 

配当の予想です。 

こちらは、下にまず青い注釈がありますが、7 月 1 日を効力発生日として、普通株式 1 株を 2 株に

分割する、1 対 2 に分割することを先日発表しております。それを前提に上の数字を見ていただき

たいのですが、今期 25 円、27 円で 52 円という実績だったところを、19 円、19 円、1 対 2 です

から半分以上は当然ですが、配当性向に関しましても 40%弱という数値目標で進めてまいりま

す。配当に関しましてはかなりまず多く出していく方針で今期は検討いたしました。 
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最後に少し補足のページをご説明します。 

クレスコグループは 3 月末時点で 12 社です。先ほど言いましたジェット・テクノロジーズはこの

表にまだ入っておりませんので、ここにプラス 1 社入ってくることになります。ただ、先ほども説

明しました日本ソフトウェアデザインは統合等しますので、1 社なくなります。 

あと、クレスコワイヤレスに関しましても小さい企業でしたけれど、MBO で経営者が買い取まし

たので、そこは今期減っていく。そのため、1 社増えて、2 社はこの表から減っていくという形で

スタートしてまいります。 
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資産負債の状況ですが、ここは資産総額が 60 億円強増えて 397 億円という数字の企業になりまし

た。数字を見ていただければ分かるとおりこれだけ増えているという状況です。 
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続きまして、キャッシュフローも前連結会計年度に比べて 39 億円増えて、現金 148 億円になって

います。現金、現金同等物は 148 億円という数字になっています。 
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続いて、これは経営ビジョンと中計、ここに URL を張っていますので、ぜひ見ていただければと

思います。 
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統合報告書も同じです。URL を張っております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

24 
 

 

最後のページになります。 

ジェット・テクノロジーズという会社がグループ入りしました。この会社はほぼ同業ですけれど、

インフラに非常に強い。決算短信では書いていますけれど、日立の金融の重要なインフラ系のパー

トナーです。だから、日立製作所の仕事をかなり金融系でやっている会社です。120 名強の技術者

と売上が 30 億円弱ありますので、クレスコグループとしてはかなりいい仲間が入ってくれたと思

っています。今後この企業ともシナジーをグループ全社で発揮しながら、クレスコ全体の成長を進

めていくという方針です。 
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すみません。もう 1 社、先ほど話しました日本ソフトウェアデザインです。真ん中に日本ソフトウ

ェアデザインと書いていますが、左側のクレスコに名古屋事業所の部分はクレスコに移管する、一

緒になってクレスコの中でやっていくという形になります。 

大阪の事業所に関しましては、右側のメクゼスと一緒になってやっていく形で、真ん中の日本ソフ

トウェアデザインは大阪と名古屋に関して、それぞれ両左右の会社と一緒になってやっていくこと

を 3 月 25 日に発表しております。 

私からの説明は以上になります。ご清聴ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：ありがとうございました。それではこれより質疑応答の時間といたします。 

いただきましたご質問はこちらで代読し、出席者よりご回答申し上げます。それでは最初のご質問

です。 

質問者 [Q]：一つ残っている不採算案件の沈下状況について、もう少し説明をお願いいたします、

というご質問です。 

冨永 [A]：はい。不採算の状況ですけれど、このページはごめんなさい。 

エンタープライズのセグメントで一つ、不採算プロジェクトが残っております。そのプロジェクト

に関しましては、この上期、9 月までで収束させるということで、プロジェクト計画をこの 3 月に

全て見直して、9 月までの追加の予算を組み入れて、当然マイナスの予算になりますが、マイナス

の予算を組み入れて受注損失引当も入れ込んで今回の期をスタートしています。そのため数値的な

影響はこの期には発生しない。 

ただ、そのプロジェクトがまだ上期は引きずりますので、機会損失の部分は多少数字が影響するか

なという程度で、昨年ほど大きな影響はないというふうに判断しております。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。 

質問者 [Q]：デジタルソリューションは何が変われば増加していくのでしょうか。内部要因、外部

要因に分けてご説明ください、というご質問です。 

冨永 [A]：はい。デジタルソリューションのところです。 

デジタルソリューションはどうやって伸ばすかというのは、私が社長に就任してからほぼ主力サー

ビスが Creage と、先ほど申しました UiPath の 2 本立てがほぼ変わってないと思っています。こ

この新しい柱を増やしていくところが、大きな施策の一つだと思います。 

内的な課題、外的な課題は両方ありますけれど、内的にはクレスコはやはりどうしても IT サービ

スで、現場の主導でのお客様の仕事をやってきたので、お客様から言われていることをしっかりや

ることは得意ですけれど、そこに新しいソリューションを展開するとか、提案するとか、そういう

力はまだまだ不足していると感じていますので、そのエリアを当然強化するところが内的な課題で

す。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

27 
 

外的なところは、この製品群をしっかり、どういう製品をクレスコのラインナップとして揃えてい

くかを、いろいろな企業様、いろいろなソリューション企業と会話をしながら、うちが注力すべき

ことをしっかり、外部の製品を持っている会社様にもクレスコを認めてもらうところは重要な課題

の一つかなと感じております。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。 

質問者 [Q]：戦略パートナーの顧客を増やすための施策、効果発現の時間軸について解説をお願い

します、というご質問です。 

冨永 [A]：はい。戦略パートナーを増やす施策・時間軸ですけれど、ずっと進めておりますが、ま

ずお客様の経営層にもしっかり事業課題をヒアリングして、お客様の経営のためにどうやって私た

ちが IT で活躍できるか、お客様に貢献できるかをしっかり会話していくとことが重要だと思いま

す。 

それができている企業がもう何社かあります。定期的に、そういうお客様の事業戦略と IT 戦略を

つなげるような会議をやることを何社か進めております。まず、その進めている何社かからしっか

り戦略パートナーとして組みましょうと少しずつ話を進めていく。実際、向こうは「クレスコはも

う戦略パートナーだから」と言っていただいて一緒に取り組んでいる企業もありますので、そこを

少しずつ進めていくところが実態だと思います。 

時間軸に関しまして、やはり 3 年後がどういう状況かというところがありますので、3 年後全ての

企業というか、大規模な企業全てとは言いませんけれど、今おつき合いしている大規模な企業群の

半数程度はしっかり戦略パートナーと言っていただけるような進め方をしようと今進めているとこ

ろです。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。 

質問者 [Q]：社長に就任されてからの業績、社内変革についての自己評価について、想定よりもう

まくいっている点、下回っている点、課題認識を教えてください。また、新中期経営計画達成への

意気込み、自信をお聞かせください、というご質問です。 

冨永 [A]：はい、ありがとうございます。 

社長に就任して 2 年ちょっとになりましたが、想定よりまずうまくいっている点に関しましては、

やはり事業が、お客様が、非常にクレスコを買ってくれていることがありまして、いい関係性のお

客様が結構増えています。あとは新規で技術的にもクレスコのことを認めてくれるお客様が増えて

いるなという感想を持っています。 
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あと、社内的にも私はメッセージをいろいろ出すようにしていますが、メッセージを共有できるよ

うな環境がいろいろ整ってきているかなと感じています。 

一方、課題はやはり昨年はとにかく不採算プロジェクト。とにかく品質だったり、プロジェクトマ

ネジメント、品質というよりどちらかというとプロジェクトマネジメント、交渉力、ビジネス面の

折衝力、その辺がもうひとつしっかり磨かなければいけないと感じたところです。課題は今それく

らいです。 

あと、中計に向けた意気込み。もちろんこの 700 億円、営業利益率 1.5%、ここを目指してしっか

りやっていこうと進めておりますが、700 億円はオーガニックな成長だけではなく、M&A ももち

ろん考慮しながら数字の計算をしていますので、しっかりクレスコを認めてもらう。社外の企業も

含めて今後連携していくことによって、この数字はしっかり達成できる数字であると認識していま

す。 

あと、利益率に関しましても業務効率化をかなり今期からも進めるようにしていますので、社内の

管理部門、また事業部門の開発の効率化も含めまして今並行して進めておりますので、営業利益率

もしっかり上がっていくだろうと予想しています。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。 

質問者 [Q]：ジェット・テクノロジーズの 2025 年 3 月期の業績への寄与度、売上高、のれん償却

後の営業利益について教えてください、というご質問です。 

冨永 [A]：ジェット・テクノロジーズの今期の売上ですが、先ほどちょっとつぶやきましたけれ

ど、30 億円弱の売上を目標としています。のれん償却後の営業利益ですけれど、営業利益率が今

既に 10%前後出ている企業ですので、それなりにプラス億はいけるのではないかと見ておりま

す。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。 

質問者 [Q]：2025 年 3 月期の業績計画についてセグメント別売上高、および営業利益の計画を教

えてください、というご質問です。 

冨永 [A]：はい。ありがとうございます。 

セグメント別の売上・営業利益の目標は、年度単位は実はそんなに厳しく立てていないです。各お

客様の都度の動向によってかなり左右されますし、あと先ほど少し言いました M&A をすることに

よって、M&A した企業が得意な分野はやはり全然違いますので、今回ジェット・テクノロジーズ
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は金融の数字ががんと伸びますけれど、それ以外の例えば製造業に強い会社を買うと製造業に強い

ところの数字ががんと伸びますので、その辺は立てていません。 

ただ、デジタルソリューションに関しましては 50%近い伸びの目標は立てているところです。以

上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。続きましてのご質問です。 

質問者 [Q]：人員不足について慢性的な経営課題ですが、労働人口は減少の一途をたどることは避

けられないと思います。今後どのような策を講じ課題を克服されていくのでしょうか、というご質

問です。 

冨永 [A]：はい。人材不足の点だと思います。技術者に関しましては、クレスコはよりやはりお客

様に近いエリアに行って、上流をしっかりやっていく、そしてクレスコはベトナムにもオフショア

の会社を持っていますので、下流工程に関しましてはなるべく海外へのシフト、あとは札幌だった

り、福岡にニアショア拠点も持っておりますので、そちら側でしっかり人材を確保して開発力を上

げていくという方針は一つです。 

あと、その分あいた上流にシフトしなければいけない人材はどんどん教育もして、スキルシフトも

あわせてしていく。 

採用に関しましても強化しております。グループとして、この 4 月入社で、二百数十名の新卒が入

社しています。その結果、3,000 名以上の企業グループになりました。各社には新卒をやはり 10%

以上やろうと、先ほど説明した十数社に関しましてはメッセージを出しています。各社そこに向け

て新卒採用もしっかりやって若い人を育てるということで、全体の人材不足を補おうという形で進

めています。以上です。 

司会 [M]：ありがとうございました。それではご質問も一巡したようですので、質疑応答の時間を

終了といたします。 

最後に社長の冨永よりご挨拶がございます。冨永社長、よろしくお願いいたします。 

冨永 [M]：本日もクレスコの説明会を最後まで聞いていただいてありがとうございます。 

先ほど説明したとおり、中計 2026 がスタートしてまだ 2 カ月目です。この計画をしっかり進めて

いくべく、社員、あとグループ会社一同、マネジメントしてまいりますので、引き続きクレスコを

応援してください。よろしくお願いします。本日はありがとうございました。 

司会 [M]：以上をもちまして、本日の決算説明会を終了といたします。 
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最後までご視聴いただきまして誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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